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AsKurtVonnegut(1922-I)hasWrittenhisnovelstogiveWarningsaboutthegroying
dangerofsociety.inthecaseofvaluation,itisveryimportanttounderstandThat
happenedinhistilt)eandhoyhisWorksresultedfrod)ahistoricback訂Ound.
Ⅰnthelateof1970Tsand80'S,societyunderwentafeybigchanges,forexaJ)plc,
signsofconlhunismcollapseonalineoftheSovietUnion'sperestoroika,Japanese
rapideconoTDicgrowth,theunbalancedyorldeconomybytheheavyfallinstockprices
inAmericaand,inthefieldofscience,theprogressofcomputertechnologyintheuse
ofasetbiconductorinsteadofavacutJItube.
ThementionedabovedatayereinputintoVonnegut'sBrainCo叩uter.Asaresult,
Galapagosfaspublishedin1985,HocusFocusin1990.
Inthispaper.IanalyzedVonnegut●sforksfrohSuchapointofview,layingstress
onGalapagosandHocusFocus.
(1)Data → (2)Vonnegut'sBrainCot･puter→ (3)Works
(1)打ち込まれたデーター
GalApago s (以下Ga.)は､1985年Delacorte Pressから出版され
た｡Vonnegut (以下V.)は､その前年､東京で開催された国際ベン大会に会員として参加
′
し､次の作品は日本人が何人か登場し､進化論をテーマにしたもので､舞台はGalapago s
ls1ands,時代は百万年後の世界であると､おおよその構想を述べたり､日本のロボットが
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アメリカに進出し､労働者たちから人間としての威厳を奪うという小説のアイデアを披毒し､コンピ
ューターに打ち込めば､これからは機械がおもしろい小説を書くようになるという話を､NHKの講
演会で述べる予定であると語った｡ 1
実際に､Ga.にはZenji Hiroguchi,Hisako Hiroguchiをはじ
め､日本人名のAkiko,Kamikazeが登場し､コンピューター技師Zenji
Hiroguchiは､獣医のKenzaburoという偽名を用いている｡Kenzaburoと
いうのは､来日のときに対談を行った大江健三郎に由来する名前であると思われる｡
作品を創りだすという小説家にとって､作中の人物名を決めるというのは楽しい作業のひとつであ
ろう｡しかし､名前というのはその人物の看板ではあるが､中身の実態とかけ離れていることも
ある｡Ga.の百万年後の地球では､進化の結果として名前は消滅してしまい､再 実々態を欺いた名
前は､自然淘汰の結果､人間をこの上なく正直にして男女とも見かけ通りの人間になる､と､皮肉っ
ている｡
ThissortofconfusionWouldbeimpossibleinthepresentday,sincenobodyhasa
nameanytnore--oraprofession,oralifestorytotell.All thatanybodyhasinthe
WayofareputationanyqIoreisanodoryhich,frombirthtodeath,cannotbe 廿10dified.
PeopleareWhotheyare,andthatisthat.TheLayofNaturalSelectionhasⅡladehuJ)an
beingsabsolutelyhonestinthatregard.EverybodyisexactlyWhatheorsheseemstobe.
(p.99)
V.自身は､それほど名前を重要なものとしては意識していないように思える｡
‥,notthatitcanmattermchThatanybody'snameWasamillionyearsago.(p.244)
あえて名前のもつ意義を考えるとすると､獣医Kenzaburoには､大江健三郎とつながる点
はなにもないが､そのことが､二十世紀という表面に現れている現実と中身とのギャップを暗示して
いることになるかもしれない｡そのうえ､V.にとって､自分の小説におけるユーモアのしかけのひ
とつであると同時に､よく知られている特定の人物名を用いることによって､SF (Science
Fiction)といわれる作品を､現実世界とつなぎ止める役割も果している｡Ga.の中で､現
人類の祖先として生き残る人々を乗せたBahia de Darwin号が､一本のロープだけで
全人類の白いナイロン製のへその緒として､南アメリカ大陸に結びつけられているように｡
It(therave)snappedtheWhitenylonumbilicalcordWhichtiedthefutureof
huJnankindtothemainland. (p.214)
この1980年代後半から90年にかけては､オイル･ショックをのり切った日本の経済が急速に
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成長したバブル崩壊前の時期で､Ga.では､日本の円とアメリカのドルしか世界の通貨として通用
しない経済危機に陥っている｡紙幣､株券や債券などの価値に関して､人間の意見に突然の逆転が
おこり､お金で物を買おうとするものは罵倒される｡
YhenJamesWaitgotthere,ayorldvidefinancialcrisis,asuddenrevisionofhuAan
opinionsastothevalueof山Oneyandstocksandbondsandmortgagesand soon,bits
ofpaper,hadruinedthetouristbusinessnot onlyinEcuadorbutpracticallyeveryyhere.
(pp.18-9)
什yakeup,youidiots!WhatevermadeyouthinkpaperWassovaluabler (p.24)
1990年に出版されたHocus Pocus 2 (以下Ho.)では､一段と成長しつつある
日本経済を背景に､アメリカ企業は､日本､ドイツ､韓国､イタリア､イギリスなどの国々に買収さ
れている｡
,‥ inanelnergingrulingclassofbankersandindustrialists,largelydisplacedin
zDytimebyGerm s,Koreans,Italians,English,and,ofcourse,Japanese. (p.ll)
日本人は背広を着た占領軍lAmyofOccupationinBusinessSuits)として､アメリカを制圧し､
その一環としてAthena's wardenの所長Hiroshi Matsumotoという
日本人が登場する｡
90年代にかけての日本経済の急成長の一方で､1989年ゴルバチョフの米ソ和解政策に基づい
て､東ヨーロッパ諸国が次々と社会主義体制から離脱し､11月には､ベルリンの壁が崩壊するとい
った政治の世界での大変革があり､アメリカがアジアにおける共産主義の拡大を懸念して､兵力を投
入した朝鮮戦争 (1950-53)や､北煤から戦線を拡大したヴェトナム戦争 (1965-73)
が､振り返ったときにむなしい犠牲であったと思われる｡V.は特に､ヴェトナム戦争に参加した人
を､Ga.やHo.の中で､道化として描くことによってアメリカ社会の愚かさを際立たせている｡｢二._.｣二.J .____ー
さらに､この二十世紀の後半に目覚ましい勢いで前進したテクノロジーのひとつとしてコンピュー
ターがある｡1952年に出版されたPlayer Pianoでは､真空管の時代で､まだトラン
ジスターは使用されていなかったが､短編集Welcome to the Monkey
House (1968)の中のーEpicacー (1950)では､巨大な空間をしめるコンビュ-
タ-Epicacが人間の女性と恋に陥り､失恋し､壊滅してしまう｡それが､Ga.では､サイズ【~=:=:=:二一
は高さ 12ctn､幅 8cm､厚さ2clnの高耐衝激性のプラスチックに納まるほどに小型化 し
(,‥inhabitednearlyidenticalshellsofhigh-impactblackplastic,tyelvecentilneterS
high,eightvide,andtⅥ)thick.)性能としては､多くの国の言語を一瞬にして翻訳できる
"Gokub iー (apocketcomputercapableoftranslatingtnanyspokenlanguages
instantaneously,andhehadnamedit"Gokubi".)であるとか､同時翻訳機でもあるし､データを
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打ち込めば病気の診断も可能､百科事典的にある年の重要なできごとを列挙したり､引用語句辞典の
働きをも兼ね備えた"Mandaraxーとして改良されている｡(anewgenerationof
simultaneousvoicetranslators,andhehadnamedit巾Mandarax".) Ho.では､人間の諸々の
個人的なデータから､その人の後半生を予測できる､コンピューター ･ゲームGRIOT Tuが登場す
る｡(Youloadit【GRIOTmL]upWithdetailsaboutalife,realorimaginedand thenit
spitsoutastoryaboutWhatWaslikelytohappentohimorher.)いずれも､それらのコンピ
ューターは､1976年に出版されたSlapstickの中に出てくる､あの世の死んだ人間と話
をする機械のHoo1iganとは違って､実用化の可能性がある｡
そのように､V.の作品は､どのような時代､年代を背景にかかれたかということは非常に重要で
ある｡時代の動き､流れをいち早く察知し､望遠鏡的にとらえると､未来の危険性をSF的な作品と
して､今度は顕微鏡的に描き出し､社会に警告を与えていく｡生三･の中で述べられているように､
人間が危険性に気がつくのが遅いという欠点を持っているからである｡
ThereisanotherhuJhandefectWhichtheLayofNaturalSelectionhasyettored)edy:
仙enpeopleoftodayhavefullbellies,theyareexactlyliketheirancestorsofa
millionyearsago:Veryslowtoacknowledgeanyawfultroublestheymaybein. (p.129)
Ga.とHo.では､日本の急激な経済成長､世界の経済危機､環境破壊などが､今までの宗教や
愛､戦争という話題につけ加えられた新しいデータとして､V.の大脳コンピューターに打ち込まれ′
て､Ga.では1001986年11月のGalapagos lslandsの北端にあるという⊂=
架空のSanta Rosalia が舞台になり､Ho.では､近未来としての2001年､刑務
所図書館(Prisonlibrary)の中で､これからの裁判を待ちながら手記を書いているという設定になっ
ている｡
Ⅴ.の初期作品群においては､主に核兵器をもちいた戦争による地球の壊滅ということが危険性の
中心で､すでに人口増加や食糧飢健は､短編ーwelcome to the Monkey
Houseー (1968)や"Tomorrow and Tomorrow and
Tomorrowー (1954)の中で取り扱われていたが､その他の環境問題は､アメリカの公
害が深刻化しはじめた1970年に制定されたアース･デイ､1975年に発効された野生動物の国
際取引を規制し保護をはかろうとしたワシントン条約などを足がかりに､1989年オランダのハー
グで開催された環境サミットにおけるハーグ宣言などの社会の動きから､Ga.とHo.の中では､
熱帯雨林､氷河の流出､核廃棄物､殺虫剤､自然資源などが言及されるようになってきた｡
Cat's cradle (1963)の中でice-nineがこぼれたことにより､凍結する地
球を描いたが､それは核兵器を使用した後の地球に似ており､今日のようにソ連邦が崩壊し､米ソの
対立が薄らいだ状況では危険性は遠のいた｡90年以降は､悪いのは人間の巨大脳であって､惑星は
純真に無垢であったと(Thisya告averyinnocentplanet,exceptforthosegreatbigbrains.)
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旦三･の中で考えているⅤ･にとって､現在の地球の状況は･おのれの発明の才でこの惑星を殺して
いるのであって､(humanbeingsWerekillingtheplanetWiththeby-productsoftheirown
ingenuity)核戦争の危機よりも､これからは環境問題が第一義的な重要なテーマとなっていくであろ
う｡
更に､Ga･の中でも､旦且･の中でも取り上げられている共通の話題として･遺伝という問題が
あり､且且･の中で､手記を書いているHartkeは､次のように述べていることからも､Ⅴ･の
関心の強さがうかがえる｡
HeredityisobviouslydTuChonmylHartkeps]mindthesedays,andshouldbe. (p.82)
時代背景に関するデータの中では一番大きなできごとである戦争ということでは､初期の
Mother Night (1962),Slaughterhouse-Five (1969)な
どでは､第二次世界大戦が描かれていたが､時代の流れにそくして･五三･,Bi･ではヴェトナム
戦争というように対象が変化していく｡
V.の作品は､現実との接点があまりないように思えるSF的作風であるが､V.の大脳コンピュ
ーターに打ち込まれるデータは年代とともに更新されていく｡そのため書かれた作品を評価､解釈
する場合は､どのような時代背景に関するデータがインプットされたのかを見極めることは大切なこ
とである｡
(2)V.の大脳コンピューター
V.にとっての芸術とは､人の生き方に何らかの形で役に立つものでなければならない｡究極的に
は作品を読んでもらうことによって､その人の人生を楽しく快適なものにさせてあげるもの､という
のが単純明快な基本的考え方である｡言語とは何かとか､文学､芸術とはどういうことなのか､とい
う難しい問題ではなく､社会の特定の人にしか理解できないような内容､書き方よりは､真の科学者
とは小中学生にでもわかるように説明できる人のことであり､小説家としてのプロとしては､一般大
衆が読みやすい書き方で複雑な状況を解きほぐし､多くの人に自分の伝えたいメッセージを把握して
もらいたいと願っている｡ 3
メッセージを多くの人に理解してもらいたいと巌うのは､V.が現在の状況に不満を抱いており､
自分ひとりではどうすることもできないので多くの人と協力し､社会を建て直したいと考えているか
らである｡読んでもらう以上は､わかりやすくなければならない｡内容がおもしろく､読むものを
退屈させてはいけないとV.は思っている｡ .それがV.の大脳コンピューターの本体とも言えるC
PU (Centraユ Processing Unit)のことである｡
80年代から90年代にかけてのアメリカ経済は､日本の経常収支の累積黒字の影響を受けて､双
子の赤字 (twi∩ deficits)と呼ばれた慢性化した財政赤字と経常収支における赤字を
抱え､1988年､ドルが暴落するのであるが､Ga.Ho.の中では､そのような世界経済の危機
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や､コンピューターの進出といった社会現象がデータとして打ち込まれると､V.の大脳コンピュー
ターは､一体人間の作り出してきたシステムといわれるものは､本当に人々の生活を豊かなものにし
てくれているのであろうか｡3kgもの巨大脳をもつ人間はうそのつき方ばかりが巧みになっただけで
はないだろうかと不信感を抱く｡
Thebigproblem,again,vasn'tinsanity,butthatpeople'sbrainsWeremuchtoobig
anduntmthfultobepractical. (p.189)
IoftenreceivedadvicefrommyownbigbrainWhich,intensofmyownsurvival,
OrthesurvivalofthehuTbanrace,forthatI)atter,canbecharitablydescribedas
questionable. (p.29)
安易に人々が信じ込んでいる進歩とか進化とはいったい何のことなのか｡もしかしたら地球以外の
どこかの星､たとえばTralfamadore星に住んでいる長老たちの実験､または人間を作っ
た造物主の実験として人間が試されているのではないかと疑問を呈する｡V.は現在の状況に不安感
を抱くとき､社会の善や悪､進歩とか進化､愛､宗教､神とは何のことなのか､それはどうあるべき
か､と､直接的に正面から説明したり解答を与えていくのではなく､それは意見の押しつけになるの
で､状況が本来の正しい姿であるかどうかを､作品を通して気づかせようとする｡理想的状況がどう
あるべきかを説明するのではなく､ソクラテス的にwhyという形で､なぜそうなるのかと､起こっ
た事がら､起こりうる事がらに対して後方から光を当てる｡たとえば且且･の中で､Hartkeは
次のように考える｡
巾YhatisthisplaceandWhoarethesepeopleandWhataDIdoingherer (p.259)
"Doesthismakeanysense toyou【GeneralFlorio】?Whyisthishappeningr (p.317)
彼の大脳コンピューターは舞台設定を未来にするということで､作品はSFとして分類されている
が､決して新しいテクノロジーの世界に人々を先導していくのではなく､現在の状況から将来の不安
感に駆り立てられて軌道修正を迫るという内容である｡もし､このままでいけば自然淘汰の法則に則
って､旦旦･の中で描かれているように､一人間は流線型に近い体形で魚を捕るのに都合の良いペンギ
ンのような人間になってしまうかもしれない｡
IlLeon】ampreparedtoswearunderoaththattheLayofNaturalSelectiondidthe
repairjobvithoutoutsideassistanceofanykind.‥,Andanyfisherperson,spending
moreandmoretimeunderwater,couldsurelycatchmorefishifheorsheWereTnOre
streaDlined, JnOrebulletlike--hadasJnallerskull. (p.2917
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なぜ､場面が未来のSF風の作品が多いかというと､状況の悲惨さに人々が気づいた場合､ほとん
どの人が生きるのをやめたいほどに悲観的になってしまうと憂慮するからである｡ 5 できるならば､
V.は悲惨な状況を描きたくない｡Ho.では､Hartkeは､環境破懐が原因で世界に終わりが
来るという話で､極度に生徒を悲観的にさせたという理由で教壇から追放されそうになる｡
"when IWashereyou(Hartke)WerepredictingtheendoftheWorld/ shesaid,
"OnlyitWasatomicWasteandacidrainthatWeregoingtokillus.Buthereyeare.I
feelfine.Doesn'teverybodyelsefeelfine?Sopooh." (p.134)
V.は､意識的に悲惨な状況を書くことによって､人々を悲しませようとしているわけではなく､
このままの状況が続けば人類がどうしようもない回復不可能な事態に陥りかねないと案ずるから､書
かざるをえない｡将来のことを思って受ける現在の苦しみと､将来実際に受けるようになる苦しみを
比べて､未来の悲惨さのほうがはるかに大きいと考えている｡V.は､決してHartkeが生徒か
らつるし上げられたように､誇大妄想的に状況を拡大し､いたずらに危機感をあおりたてているわけ
ではない｡作家の役割として､坑内に持ち込まれたカナリヤが､有毒ガスに人間よりも先に反応する
ことによって､坑夫の命を救ってあげるように､ 6 作家は迫っている人類の危険性を作品を通して気
づかせようとしているだけである｡現実はつらいものであるとしても､できるだけ読む者を励まし､
楽しい気持ちにさせるために､漫画的な書き方を用いる｡V.にとってのSFとは､人々をいたずら
に悲しませないようにするために､この世界のことではないと思わせる巧妙なトリック､つまり､こ
の世の中のことでありながら､そうでないように思わせる工夫であるが､手法においては､漫画的な
書き方を用いて､ひとつには理解のされやすさを目指し､二点目としては､笑いがちりばめられるこ
とで､重苦しい雰囲気を振り払おうとしている｡理不尽な状況を写実的に事細かく書き上げて強調す
ると､人々は生きる意欲を失って自殺したくなってしまうので､無害なうそ (Foma are
harmless untruths)として､状況や人間をカリカチュアしながら､絵のない文字
による漫画として､小説を書きあげていく｡
Ho.の中で､卑語を多く使った小説は､読むものに読まなくてもよいという理由を与えてしまう
と(‥,profanityandobscenityentitlepeopleWhodon'tWantunpleasantinformationto
closetheirearsandeyestoyou.)気づかうのと同じように､絵だけの浸画なら大人の読むもので
はないという理由を与えてしまうので､文字の漫画として､子供たちではなく､社会を動かす力でも
あり､責任もある大人たちに読んでもらい､読んだ後で､いろいろと考えてほしいと願っている｡シ
ェイクスピアの16世紀から17世紀にかけては中世から近代への移向の時期で､見ることから読む
ことという変化していく文化の流れの中で､書き言葉が広まっていった時代であったからこそ､戯曲
シェイクスピア文学は偉大な作品として読まれていったが､この20世紀から21世紀にかけては､
文字の時代から映像へと移りつつある時代であって､V.の漫画的とも言える小説こそ､おそらく後
世からみれば､文字から映像への転換期における文学､小説として､高く評価されるようになるので
はないか｡映像的といっても､V.の場合は､状況を手に取るように描写していくのではなく､
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アイデアとして､プロット･登場人物が線によってふちどられている､輪郭の強調された小説ともい
うべき絵の世界のことである｡
従来の小説なら､一人の人間の生涯は貴重な意味合いを帯びた歴史で､それだけで十分に一冊の本
になりえたが､V.の作品の中では､多くの人が画面上に現れたり消えたり､実体化したり非実休化
しながら､出入りが激しい｡一人の人間の生き方をエピソードの積み重ねとして捉らえていくV.読
の書き方に対し､彼の小説には真の人間が描かれていないと批判するものもいるであろう｡ 7 ただ､
今の時代は､アナログからデジタルへの移向の時期であって､人間の生き方も連続的な一本の線とし
て把握していくのではなく､点と点の継ぎはぎだらけの人間もどきとして､ (pastiche)時
代に応じた把握の仕方を彼は模索する｡
人間としての根源的に不変な部分がある一方で､時代と共に変化していく部分もあるのであって､
文学に対する評価基準も移り変わりがあってしかるべきであり､アイデアとしてのおもしろさ､プロ
ットの多彩さ､用語の巧みさを特徴とする､ジョー クの寄せ木細工ともいうべきV.文学は､既成概
念ではとららえ難い部分が多い｡
たとえば､用語の巧みさ､表現のうまさでいえば､Ho.の中で､主人公のHartkeがヴェト
ナム戦争からの帰路､途中のマニラで､アメリカ人の新聞記者を､意図しないにもかかわらず妊娠さ
せて子供をもうける場面を､地球上のいたるところに偽装爆弾(Boobytrap)が､しかけられていると
表現したり､何か突然に幸運が訪れると､それは天国からのマナ(mannafroTDHeaven)と語る｡宇宙
を動かす二つの力は時間とまぐれ(The2primemoversintheUniverseareTineandLuck.)､こ
の世の通貨は円とフェラチオと珊愉する｡ (‥,thetwoprincipalcurrenciesofthe
planetWeretheYenandfellatio.) 軍隊という場所は､13週間で自殺志向と殺人志向を持った
低能に人間を変えるところ(,,,turnedintoasuicidal,homicidaliTnbecilein13Weeks.)､ヴェ
トナム戦争は政府の全面協力による人殺しであり(‥,thefullcooperationofourGovernment.)､
脱獄因は自由の戦士("FreedomFighters.")､Ga.の中でも､水中に潜水したまま二度と浮上しな
いのが伝統というエクアドルの潜水艦が登場したり(theridiculousEcuadoriansubmarine
fleet,Whosetraditionya告togolnderyaterandnevercoTneupagain.)､人間がアルコールに
おぼれるのは､巨大脳をノックアウトし､小さな脳に戻すための進化に対する正しい方向修正ではな
いかと皮肉ったり(WhysomanyofusalnillionyearsagopurposelyknockedoutJnajor
chunksofourbrainsWithalcoholfromtithetOtimeremainsaninterestingmystery.It
maybethatveWeretryingtogiveevolutionashoveintheirrightdirection--inthe
directionofsmallerbrains.)､ゆっくりと動物を殺すのは､冷蔵庫で腐敗を防ぐという手間を省
くための､人間の知恵の結果であるとして､(Longexperiencehadshownsailorsthatcattleso
treatedcouldgoonlivingforareekorq)ore,Wouldkeeptheirownmeat fromrotting
untilitWastimeforthemtobeeaten.",Ineithercase,thereWasnoneedfor
refrigeration.)人間の残忍性を際立たせたりして､作品のいたるところに笑いを振り撒いていく.
そのような笑いは､状況を一段高いところから全体的にとらえなければ生まれてこない｡
諸川重刷 /vonnegutの人脳コンピューター
笑いの構図の中では渦中にある道化的な本人が笑いだすことはないo旦三･の中で､語り手の
Leonは､人生のほうから見捨てられた道化的存在のCaptainを次のように描写する｡
AndthatWasthesortofthingtheCaptainWasthinkingupthereonthebridge:
"Whatalife!"andsoon.1tWasallveryfunny,excepthedidn-tfeellikelaughing.
Hethoughtthatlifehadnowtaken hismeasure,hadfoundhimnotyorthmuchof
anything,andWasnowthrough yithhim.Littledidheknoy! (pp.196-7)
Ⅴ.のように､宗教の世界における神のような立場に､′ト説家としての視点を置いて書いているか
らこそ､状況を見下ろすことが容易にできるのである｡笑いは､段差 ･落差からもたらされるずれが
エネルギーとなって､笑いという感情の地震となって噴出する｡極端に一方向に偏りすぎている状況
に対し､反対方向にある世界を描けば､当然笑いが生じてくる｡
V.の大脳コンピューターのCPUの働きによって､Aというデータが打ち込まれると､それが
-Aという形で転換されてくる｡つまり､ダーウィンの理論に則って進化してきたといわれる人間の
脳はなぜ嘘ばかりをつきあい､人間はお金によって食べ物が手に入るというおかしなシステムを築き
上げ､人類を幸せにするための宗教で神のために人殺しをしたり戦争を引き起こしたりするのか､医
学の進歩といわれるものは老齢化社会を生み出し､人口増加に手をかして自然界における生物のサイ
クルを混乱させ､食糧不足を招き､今まで大自然の数々の恩恵を受けていた人間が､機械とか文明､
テクノロジーの発達という名目で環境破壊を繰り返しているのか､そのようなデータがV.の大脳コ
ンピュー ターに打ち込まれると､オブラートのような笑いにくるんで､Aを-AというSF社会に転
換し､A+ (-A)=0という数式で､行き過ぎた状況に対し､本来あるべき状況を､ゼロというあ
いまいなメッセージとして示唆しようとしている｡
旦三･の中で･V.は序文にLeon Troutの母が一番好きだったという言葉として､アン
ネ ･フランクの ｢いろいろなことにもかかわらず､人間は本当は善良であると信じている｣(Ⅰn
spiteofeverything,Istillbelievepeoplearereallygoodatheart.)という言葉をあげて､
人間社会に対する信頼を失っていないことを表明する｡また､Leonは､父のKi1goreが死
の世界へ案内しようとやって来る場面で､ ｢もう人生は何かという問題に対する好奇心も枯れ果てた
であろう､おまえの人間について集めたデータは､野球カードやぴんのふたのコレクター程度のもの
にすぎない､人間のことを勉強しても不愉快になるだけである｣といって､人間社会から死の世界へ
と誘うのに対し､Leonは､それを拒否し､更に百万年間､霊として人間と一緒に地上に住みつく
ことを選択する｡
tlaveI(Leon)at,lastexhaustedmycuriosityastoWhatlifeisallabout? (pp.25112)
Forallyoureavesdropping,you've(Leon)accumulatednothingbutinformation.You
mightasYellbeacollectorofbaseballcardsorbottle-caps. (pp.253-4)
"Themoreyou(Leon)learnaboutpeople,themoredisgustedyou'llbecome. (p.254)
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そのように､V.はあくまで作家としての立場から人間に対する信頼を持ち続け､現在の状況をよ
くするための努力を重ねていくことを選ぶ｡
悲惨な現実を悲惨なものとして伝え､いたずらに人々を悲しませないように笑いを引き起こす構造
で､冗談であると思わせる､絵のない漫画的な書き方を用いるが､その笑いの後には涙を伴う｡笑い
と涙は､絶望的な状況に陥ったときの感情の爆発ということで､同じ反応の表と裏であり､作品を読
んでいるときは笑っていても､読み終わった後には悲惨な現実を思って悲しい気持ちになる｡笑いか
ら涙へと､喜劇から悲劇へとの転換が起こる｡
もし､人間の未来が明るいものであったなら､V.の大脳コンピューターは作動する必要はなかっ
たろう｡カタルシスということで､悲劇的な状況の中にあって､小説の中で更に悲劇的な状況を描く
ことによって､読んでいる人達に今の自分の不幸な境遇は､まだよいはうなのだと慰める書き方もあ
るであろうが､それは一時的に現実から目をそらさせるだけであって､ゆがんだ状況を正しい姿に立
ち戻らせるきっかけにはならない｡V.は､20世紀が悲劇的な状況であるからこそ､明るい漫画的
な書き方を用いて笑いを誘いながら､では自分の置かれている状況はどうなっているのだろうか､な
ぜ､自分の生きている現実は楽しくないのだろうかと気づかせようとしている｡Ⅴ.の大脳コンピュ
ーターは､-AというSF的状況を主張しているのではなく､それによってゆがんだ､いきすぎた規
実社会とのバランスをとろうとしているのである｡
(3)大脳コンピューターから打ち出される作品
Q)構成
ほとんどの作品が一人称の主人公が今までの生き方に対しての記録､手記を書いているという構成
をとっているoそれに少し手を加えて､旦ヱ･では､Ⅴ･自身は･裁判を待っているHartkeの
手記の編者となっている｡登場人物の一人の視点をとっても､その背後にはV.自身の存在があるの
は言うまでもなく､V.が小説創作上での神であることには変わりはない｡V.は視点をどこに定め
て､どのように語っていくかというよりは､アイデアとしての作品のストリー が重要なのであり､先
にそれが決定し､その後で､どのように語っていくかが問題になるのである｡ 8
彼の大脳コンピューターの中では､一枚の絵として登場人物の太い緑､細い線､長い線､短い線が
それぞれの人生の浮き沈みに応じて､曲線となって描かれ､主人公の練とほかの人々との線の交点を
中心にストー リー が展開していく｡V.がストー リー ･テラーといわれるゆえんは､そのように登場
人物を作者という神のような位置から､自由に動かすことができたからである｡更にその視点は､作
中人物のSF作家Ki1gore Troutと､彼の売れない作品という関係とも重なり合って二
重構造になっている｡
(神 :人間)-V.:小説の登場人物-登場人物の一人のTrout:TroutのSF作品
作品を全体的に見下ろす視点からとらえているので､時間内浮遊現象 (Comュng
unstuck in time)として､Tralfamadore星人が宇宙旅行するように､
登場人物たちは､過去から未来､未来から現在というように､時間帯の中で自由に行き来する｡
諸川LT･.剛 ハ ｡Ⅰ-nL･L,tIlC7)人脈コンピューター
人の一生に過去現在未来という填めはない｡一本の線のように戯画化することによって､逆に､なぜ
人間は生まれてきて死ななければならないのか､大学生程度の年代の若者たちが抱くような疑問を､
卒業したと思っている大人たちにも考えさせようとしている｡
神のような視点を取るので作品を未来に設定しやすいということは､読者に悲惨な規実社会のこと
ではないという錯覚を与えることができるので都合がよい｡そのため､V.の作品はSFという､あ
りがたくない範噂に分類されてしまうが､ 9 決して専門的な科学知識を詣歌するのではなく､むしろ
V.は､科学の進歩ということに疑惑を感じているのであって､機械が発達して人間の生活が便利に
なるのは､それだけ人間の巨大脳が欠陥品であることの証明であると～iijL･の中で語っている｡
Aboutthatmystifyingenthusiasnlamillionyearsagoforturningoverasmany
humanactivitiesaspossibletomachinery:Whatcouldthathavebeenbutyetanother
acknowledgementbypeoplethattheirbrainsyereno damngood? (p.38)
V.のSFは､いわゆる疑似SFといわれるもので､できるだけ冗談であるように､別の世界ので
きごとであるように悲惨な現実を思わせながら､笑いを随所にちりばめ､読者が息苦しくならないよ
うに､ひとつの章はごく短く､場合によっては､Ho.で用いられたように､用紙の入手が困難であ
るという設定で､メモ用紙の大きさに応じて切れ切れに分断して一章を構成することもある｡
E.A.ポーは､読者に一番深い感動を与えるための詩の長さということを問題にしたが､ 10 V.
は､読者をあまり深刻な気分にさせることのない､あきさせることのない読みやすい長さというもの
に気を使っている｡
V.が人間の生き方をアナログとしての連続的な線で措くのではなく､線と線との交点として.チ
ジタル的に捉えた短い章の積み重ねという構成は､一枚の絵として作品が平面的になりがちなので､
墓碑銘を絵入りで小説の中に取り込んだり､序文を付けたり､時にはJailbird (1979)
のように小説には珍しい索引を付けたり､しばしばシェイクスピアをはじめ､いろいろな人の言葉を
引用したりする｡他にも､作品の平面化､マンネリ化を防ぐための新しい工夫として､Ga.の 中
では､その日のうちに死ぬことになる人物の前に*をつけて､ダーウィンの進化論の試練にかけられ
て消えていく運命にあることを予告したりする｡
Thetwo(*ZenjiHiroguchi,+Andr:evNaclntosh)WithstarsbytheirnaJneSWouldbedead
beforethesunventdown.ThisconventionofstarringcertainnamesWillcontinue
throughout mystory,incidentally,alertingreaderstothefact,thatsomecharacters
vil上shortlyfacetheultitDateDaryiniant,estofstrengthandWiliness. (pp.19-20)
Ho.の中では､文字として数字をそのまま用いたり､人物の年齢にマイナス(negative)を使った
りしている｡
So,too,didEugeneDeboHartkechooseforreasonsunexplainedtoletnumbersstand
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forthemselves,exceptattheheadsofsentences,ratherthanputthemintoyords:for
exa叩le,"2"insteadof"two". (Editor'sNote)
更に､この旦三･でも旦且･においても､Kilgore TroutのSF作品が紹介されてい
るO旦三･では､ロボットにスーパープレーをさせても誰も関心を示さないが､そのロボットを有名
人の代わりとして商品の宣伝をさせると飛ぶように売れ出したという内容で､機械が人間よりも正確
なのは当たり前で､それは冷静に考えると人間の脳の欠陥性を示していることにはかならないことを
暗示する｡SFの長編小説としてのthe Era of Hopeful Monsterでは､-__p~二~:~丁_∴一~二~l二_∴~二二-~~.こ~二_｢二_~p-~二~~~.~.~:_[_~~~
環境破壊で奇形児が惑星上にあふれるが､それは体型ではなく性格的に奇形である現代人を風刺して
いるoKilgore Troutではなく､旦三･の中ではCaptain Yon
Kleistが､Hiroguchiの娘Akikoに､生きゆでにされたくないという一心で努力
し､結局は､妻をねとられたりするような人間と同じような社会を作り上げて苦しむロブスターの世
界を､SFファンタジーとして語っている｡Ho.では､the Elders of
Tra1famadoreの中で､人間の不可解な行動は体内の化学物質によって左右され､エイズ
菌や破傷風菌がいたるところにばらまかれ､それに対し人間がどのようにふるまうかの実験であると
語られている｡実際に作中で､Hartkeは結核菌に侵されている｡Slapstick
(1976)の中でもthe Green Death,Alban主an Fluの原因として､
細菌のことがかかれていたが､とにかく､作品の中に､更に登場人物によるSF作品を挿入すること
によって二重構造になり､奥行きが出てくる｡
②登場人物
旦旦･の中で､子供のLeon Troutは､死の入り口である青いトンネルに姿を見せた父
Ki1goreを､生前と同じように不精髭を伸ばし､今までと同じように青白くやせこけ､タバコ
を吸っていたと描写している｡
Asinlife,hestillneededashave.Asinlife,heWasst,illpaleandhaggard.As
inlife,heWasstillsmokingacigarette.Andonereason,Surely,thatifoundithard
totakeanotherstepinhisdirectionWasthatIdidnotlikehim.
IhadrunawayfrotnhomeWhenIWas sixteenbecauseIWassoashamedofhim.
Iftherehadbeenanangelinthemouthofthebluetunnel,insteadofmyfather,Ⅰ
mighthaveskippedrightin. (p,255)
そのKi1goエーe Troutは､V.と同じようにSF作家であり､百冊以上の本と千篇以上
の短編小説を発表したが注目されていない｡時には､Troutの作品の表紙に使われる扇情的な写
真のために､ポルノ作家と誤解されることもあるC家庭的には恵まれず､女房や子供たちからは見捨
てられている｡三三･の中で･子供のL.eonは､生れ故郷以外では誰も父のことを知らないが､
諸川屯剛 /＼onnLlgutの)こ脳コンピューター
タイのバンコクで梅毒を調べてもらったときのスエーデン人の医者が､父のことを知ってくれていた
ことで感激の涙をこぼしてしまう｡11 そのはかにもおなじみの招聴作家としてのPaul
S1azinger(thenovelistPaulSlazinger,thatyear'sWriterinResidence)､自動車の
ディー ラーでレストランの経営者Dwayne Ho over(automobiledealerandownerof
localfast-foodrestaurants)､盲導犬のKazakh(seeing-eyedog)などが登場する｡V.作品
では,ある端役的な存在にすぎなかったものが､ほかの作品の中では比較的大きく扱われたりするこ
ともある｡12それは人物に限ったことではなく､舞台も架空のNew York州I1ium,
Midland City,OhioやTralfamadoreが使われている｡
Breakfast of Champions(1973)の中のロボ･マジック･コーポレ-シ
ヨン(aWashing-nLaChineCoTDPanynamedRobo-MagicCorporation.)まで登場してくる｡V.のコン
ピューターの中には､ひとつのヴォネガット･ワールドというものが存在しており､作品のテーマに
応じて誰を主人公にするかを決めて､人物や場所を臨機応変､適材適所に配置していけば､一枚の絵
としての作品が完成するのである｡そのヴォネガット･ワールドの中に時々､実在の有名人の名前を
持った人物が飛び込んでくることがある｡旦三･では､大江健三郎のKenzaburoがそうであ
ったし､他には､Mrs.Onassis,Dr.Henry Kissinger,Mick
Jagger,Paloma Picassoなど､Ho.では､Mrs.Onassis,Dr.
Henry Kissingerの他に､Marilyn MonroeやJ.F.Kennedy
も名前を使われているが､それは前述したように作品のテーマとは直接的な関連はなく､ただ､V.
の小説がSF的すぎる印象を与えすぎないように､現実世界とつなぎ止めておくひとつの手段である
と同時に､創作者としてのV.の遊びでもある｡ヒッチコックがよく自作の映画に出演したように､
Ho.では､何を記念したのかVonnegut Memorial Fountainが作られて
いる｡有名人ばかりでなく､Ga.とHo.には､アメリカで一般によく読まれている雑誌
Natio,nal Geographicが､Ho.の中で､その本の表紙に､海イグアナ⊂二
(tbarineiguana)が日の当たる場所で海草を消化しているところが写っているとして､前作のGa.
の内容とオーバーラップさせている｡
V.の作品では､人物は漫画的にカルカチュアされた道化であり､現実の人間とはかけ離れている
印象を与えるかもしれない｡たとえば･丘三･における詐欺師のJames Waitは･まさに､
その典型的な存在で､彼は偽名を用いて次々に17人もの金持ちの未亡人に近づいては､求愛と結婚
を繰り返し､最後は自分の本当の名前が思い出せなくなってしまうのだが､死ぬ直前には､風車につ
いての専門家で交響曲の作曲家 (He【JamesYait】kneymoreaboutWindmillsthananybody
alive.,,,HeWasalsoacon,oser･)であると思われて死んでいく013旦ヱ･の中では､
Hartkeの義理の兄にあたるJack Pattonが､人生はあらゆることが冗談にすぎない
(Everything,andHHartke]meaneverything,Y弧 ajoketohimlPatton】,orsohesaid)と語
ったり､Hartke自身が自分のことを致命的なホ-カス･ポーカスの天才であると告白するよう
に(Ⅰvasageniusoflethalhocuspocus!)極度に戯画化されている｡V.は､人間の生き方より
も､そのような生き方を余儀なくさせている状況のほうに関心を抱いているのであって､小説が､
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そもそも創作である以上､鏡のように写実的に描いていくのではなく､自分が硯実世界から受けた印
象のようなものを､つまり､生活していて感じたことをほかの人々に伝えたいがために書く､それに
は､どのように書けば伝わりやすいだろうかを考慮しながら､文字によって訴えていくのである｡
③主張
V.が坑内カナリア理論で訴えようとしたことは､このままの状態では地球に未来がないという警
告であった｡作品を書き始めた50年代､60年代は､冷戦時代といわれ米ソが核兵器を武器として
相手を威嚇し､にらみあいを続けていた｡なぜ､資本主義､社会主義､共産主義というイデオロギー
の違いのために人々は殺しあいを行わなければならないのか｡Ga.の中で､Leon Trout
は､地球上のどこかで少なくとも三つの戦争が同時に行われていない日は一日としてなかったとか､
(Duringmyentirelifetime,therevasn'tadayThen,somewhereontheplanet,there
weren-tatleastthreeTarsgoingon.)核兵器ではなく､普通の兵器を使用して人を殺.しているか
ぎりは人道的な政治家として賞賛されると皮肉る｡
AslongastheykilledpeopleWithconventionalratherthannuclear yeapons,they
Werepraisedashumanitarianstatemen. (pp.145-6)
旦三･では･百万年前の人間社会では･爆薬が娯楽産業のひとつであったとか､(- ofallto
whomhigh explosivesWereabranchoftheentertainJnent industry:,‥)Ho.においても､戦
争は単なる弾薬のビジネスであり(‥,thatWar,WhichWasaboutnothingbutt,heammunition
business‥,)なぜ､人間がそのような愚行を繰り返すのかV.は理解できない｡第二次世界大戦にお
いては､兵士としてヨーロッパ戦線に参加した休験を持つV.は､旦旦.や旦旦.では､直接的にヴ
ェトナム戦争における経験を持たないので､主に新聞等のマスコミで報道された記事､写真を拡大し
ながら.戦争というものの無意味性を伝えていく｡旦旦･の一場面として､ヴェトナム戦争が､日常
生活の中のデパートにおけるエレベーターの故障の場面と比較され､エレベーターに閉じ込められた
人々は､これが歴史上の大事件で､大統領をはじめ､大騒ぎをしているだろうと考えるが､故障が直
りエレベーターが動きだして戸が開くと､まったく今まで通り､何も変わることなく人々が乗り込ん
でくるだけである｡アメリカの英雄としてヴェトナムから凱旋してきたっもりが､アメリカ国内では
ほとんどの人が無関心であり､いったい自分は何のために命をかけて戦っていたのか､むなしい気持
ちに襲われる.旦旦･でも･Captain Yon Kleistの同じようなむなしさが､
Leonの回想として語られている｡
Andhis(Captain'S)feelingthat,lifeWasameaninglessnightmare,Wit.hnobody
WatchingorcaringThatWasgoingon,yasactuallyquitefamiliartome. (p.127)
柏に関しては､化石燃料に代わる次世代のエネルギー源として期待されながら､実際には､人間の
諸川吏剛 /Vonnegutの大脳コンビュ-タ-
存在を脅かす兵器として重んじられている状況を考えると､もしかしたら進化とは､短い時間内に大
量に人を殺せることを可能にしたという表現の言い換えではないか､また､オオツノジカの角が
(theantlersofanIrishelk)枝に絡まり､人間に捕獲されやすくなったということを考えると､
進化といわれていることが実は､退化ではないか｡旦且･の中で､Leonは､巨大脳にだまされ続
けてきたことで､素直に進化ということを受け入れ難いとして､自然界の秩序に憤りを感じている｡
Evenatthislatedate,目しeon)amstillfullofrageatanaturalordervhich
WouldhavepermittedtheevolutionofsorDethingasdistractingandirrelevantand
dismptiveasthosegreatbigbrainsofamillionyearsago. (p.174)
宗教は､絶対的な存在としての神の立場を強調するために排他的な教えを強要し､そのために､考
え方の異なるものを殺すことも容認し､旦ヱ･の中ではナチの鈎十字からキリスト教の十字架が連想
されている｡
貨幣は人間の所有欲､独占欲をあおりたて､人を殺してでも奪い取ることをそそのかし､古代の人
が豊かな生活を送るために作り出した貨幣制度というシステムは､人間生活のいたるところにひずみ
をうみだし､世界経済の危機をもたらしている｡
50年代､60年代のV.にとっては､地球を滅ぼしかねないのは､イデオロギーの違い､宗教､
民族､人種の対決､金銭に対する独占欲などを導火線とする､核兵器を使用した戦争ではないかと思
われていたが､東西の対立がうすちぎ､ベルリンの壁が倒壊したことをひとつの契機として､共産主
義体制が後退していくようになると､次の心配事として､世界経済体制の崩壊と､地球環境破壊とい
う間道が浮かび上がってきた｡五三･の世界では､ドルと円しか通用しなくなり･人々は･ぽつぽつ
餓死しはじめ､社会は無秩序状態に陥り､その経済恐慌でGal左pago s lslandsへの
クルーズが中止され､限られた人間だけがノアの箱舟ともいえる船で島にたどり着き､百万年後の地
球では､ペンギンのような姿になって細々と生き続けている｡
過去の多くの作家によってしばしば小説のテーマとして取り上げられた愛は､V.にとっては､巨
大脳のまやかしの元凶であり､人間が生物の一種である以上､アガベ的な愛もエロス的な愛も､アオ
アシカツオドリ達(blue-footedboobies)のような単なる生態反応のひとつとしてであり､特別な
意味合いを持たせないように気をつけている｡
いずれにしろ､V.は無害なうそといわれるアイデアで､いきすぎた+Aという状況に対し､-A
というSF世界を作品として描き出し､本来のあるべき姿に気づいてもらいたいと願っている｡V.
のSFは､書かれた当時はドタバタ喜劇であったかもしれないが､後世から見ると､Ga.の中で
Leonが述べているように､計り知れない価値を持った作品として評価されるかもしれない｡
",althoughthestuffoflowcomedyatthetime,hasturnedouttobeof
incalculablevaluetopresent-dayhlmankind. (p.140)
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V.の大脳コンピューターは､このままでは人間はもっと不幸になるという危懐を抱き､そのため
には､自分一人の力ではどうにもならないので､多くの人にたて直すのに協力してもらうため､わか
りやすい書き方で作品を生みだしていく｡その場合､状況をそのまま描くと､人々が悲観的になって
生きる意欲を失ってしまうのではないかと配慮するところに､また､そもそも人類の未来を心配し､
救いたいと願っているところに､ヒューマニストといわれるヴォネガットの本質があり､それが彼の
大脳コンピューターの本体であるCPUであるO
Text
Galとpagos(NewYork‥DelacortePress/SeymourLawrence,1985)
Hocus Pocus(NewYork:BerkleyBooks,1990)
Notes
1.NHK教育テレビ ｢現代小説のめざすもの,l 国際ペン大会記念テレビ対談
対談者 カー ト･ヴォネガット､大江健三郎 1984年6月8日放映
2.(DaⅡleaninglesschantorexpressionusedinconjuringorincantation,
@ ajuggler'strick;sleightofhand,
③ trickery;deception,
④ unnecessarilymysteriousorelaborateactivityortalktocoverupadeception,
magnifyasimplepurpose,etc.(RandomHolSe SecondEd.)
3.Simplicityoflanguageisnotonlyreputable,butperhapsevensacred.TheBibleopens
yithasentenceyellWithintheWritings女illsofalivelyfourteen-year-old:
"InthebeginningGodcreatedtheheavensandtheearth." (PalmSunday)
Soyou,too,hadbetteravoidPicasso-styleorjazzstyleWriting,ifyouhave
sonethingWorthsayingandWishtobeunderstood. (Ibid.)
4.Carpentersbuildhouses.Storytellersuseareader'sleisuretineinsuchaWaythat
thereadervilュnotfeelthathistimehasbeenTasted. (Ibid.)
5.V.は､Breakfast of Championsを書いた後で､12才の子供から自殺
をしないようにという手紙をもらったことがある｡
Ireceivedanotefrod]atwelve-year-oldthisTnOrning.Hehadreadmylatestnovel,
BreakfastofChampions,andhesaid,"Dear Mr.Vonneget:Pleasedon'tcol仙it
suicide/ Yampeters,Forma良Granfalloon(1974)
6.the-canary-bird-in-the-coal一mine-theoryofthearts
7.Tony Tanner,City oI Words(NewYork:HarperRoy,1971)
Vonnegetdepictsmanasinveteratepattern一maker.asotherWriterslikeThomsPynchon
do. (Chapter8/TheUncertainMessenger",p.184)
諸川中二剛 /vonnegutの人脳コンピュータ-
mepluralityofpatternsandmessagesinthebookunderⅦinesthenotionofanyfinal
truth:‥, (Ibid.p.185)
8.Soyour oynTinningliterarystyleTmStbeginWithinterestingideasinyour head.
FindasubjectyoucareaboutandWhichyouinyour heartfeelothersshouldcare
about. (Pal血Sunday)
9.V.は､Wampeters Foma & Granfalloonjの中で､SFには
三段階あり､第一段階は冒険優位の話(Adventuredolninant)､次は科学優位(Teclmology
dominant)､三段階目は社会学優位(Sociologydominant)のものと考え､自分の作品は三段階目
のSFと分類している｡
10.Edgar Allan Poe (1809-1849)
"ThePhilosophyofComposition"(1846)
ll.Breakfast of Championsの中でも､大財閥の御曹司で大金持ちの
Eliot Rosewaterが､唯一Kilgore Troutに対しファンレター
を送ってくる｡
12.Ga,の中の語り手Leonは､Breakfast of Championsでは､
Leoという名前で登場している｡
13.Jailbirdの中でも､ショッピングバック･レディは偽名を使っているし､
Mother Night (1962)のようなスパイ小説も､やはり偽名を用いて小説をお
もしろくさせるトリックであり､そもそも､氏ilgore TroutというSF作家は､
V.自身の偽名でもある｡偽名も作品を二重構造にしている要素の一つである｡
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